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青 木 美 保 氏











るための乳がん｣ (三一書房､ 2008) を翻訳・出版､
さらに ｢再発・転移性乳ガンを生きるための100の
質問｣ (彩流社､ 2010) を編訳・出版されている｡
帰国後､ 乳がん女性のためのボランティア団体
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安 本 孝 子 氏
(グループホーム芸西―星の見える丘―所
長､ 24期生)














































山 中 雅 子 氏
(アテラーノ旭)






















































大 野 翔 子 氏
(公益財団法人浅香山病院看護師､ 59期生)
関 正 節 氏
(高知医療センター看護科長､ 修士11期生)









































らず､ 家族､ 子育て､ 学校教育など､ さまざま
な視点から､ みんなで語り合い ｢看護｣ を考え
ていく機会とする｡
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ま す だ 氏
(発達障害の子どもを支えるお母さん)







































































功利主義) が見逃してきた ｢生き方｣ に目を




う人々』 のＤＶＤを上映し､ 最後に ｢ナラティ
ブの拡張｣ というかたちで､ 音や絵画を提供
して言語ではない語りの問題を提供した｡
中山洋子氏からの話題提供：研究方法とし
てのナラティブ・アプローチに焦点を当て､
哲学的な基盤とナラティブ・アプローチの系
譜､ 語り・物語・Narrative Discourseと語ら
いについて論じるとともに､ 実際に研究を行
う上におけるナラティブ・アプローチの問題
点について話題を提供した｡
討論の中では､ 映し出される映像のインパ
クトと解釈について､ 実際にナラティブ・ア
プローチを用いて研究するときの研究者の課
題についてなどが話し合われた｡
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